
長
野
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
昭

和
57
年
（
１
９
８
２
年
）
に
開
設
し
て
か

ら
40
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
顕
著
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
長
野
市
は

将
来
世
代
に
、
よ
り
良
い
資
産
を
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
、
建
物
の
長
寿
命
化
改

修
工
事
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

[

工
　
期]

着
工　

令
和
４
年
６
月
24
日

竣
工　

令
和
５
年
３
月
15
日

［
施
工
事
業
者
］

建
築　

株
式
会
社　

守
谷
商
会

機
械　

協
栄
電
気
興
業　

株
式
会
社

電
気　

株
式
会
社　

旭
電
気
商
会

［
工
事
費
］

約
３
億
円

６
月
29
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
長
野
市

若
里
市
民
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
１

回
支
部
長
研
修
会
並
び
に
支
部
長
会
が
９

名
中
８
名
の
支
部
長
の
出
席
で
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
３
年
ぶ
り

の
対
面
に
よ
る
開
催
で
し
た
。

ま
ず
、
支
部
長
研
修
会
で
は
長
野
県
健

康
福
祉
部
障
が
い
者
支
援
課
共
生
社
会

づ
く
り
推
進
員
の
相
原
将
男
さ
ん
を
講
師

に
招
き
、「
障
害
者
差
別
解
消
法
の
概
要
、

障
が
い
者
共
生
条
例
の
概
要
」
と
い
う
演

題
で
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
支
部
長
会
で
は

協
議
事
項
・
事
務
局
か
ら
の
依
頼
等
が
あ

り
ま
し
た
。

支
部
長
会
、
支
部
長
研
修
会

開
催
し
ま
し
た支部長研修会

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

長
寿
命
化
改
修
工
事
進
捗
す
る

第 203 号
発　行　者

社会福祉法人　　　　　　
長野市身体障害者福祉協会
理事長　小 林 和 夫
〒380-0904　　　　
長野市大字鶴賀276-10

（長野市障害者福祉センター内）
電  話　228－3014
ファクシミリ　 226－6263

障害者福祉センターは、６月から３月まで長寿命化改修工事のため休館です。

（1）第203号 会　報　　「幸　わ　せ」 令和４年10月20日



行　事　予　定

理
事
長
　
小
林
　
和
夫
　

令
和
元
年
12
月
に

中
国
武
漢
市
に
端
を

発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
世
界
に
瞬
く
間
に
感
染
が
拡
大
し
ま

し
た
。
令
和
元
年
度
末
に
は
国
内
で
も
猛

威
を
振
る
い
始
め
、
２
年
度
に
入
る
と
県

内
に
お
い
て
も
感
染
が
急
速
に
拡
大
し
て

き
ま
し
た
。

そ
の
脅
威
は
、
令
和
２
年
３
月
下
旬
に

は
同
年
７
～
８
月
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
一
年
延
期
が
決
ま
り
、
令
和
３

年
７
～
８
月
開
催
に
な
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
社
会
に
大
き
な
混
乱

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

長
野
市
を
含
む
北
信
地
域
の
感
染
は
、

感
染
警
戒
レ
ベ
ル
５
の
ピ
ー
ク
の
山
が
令

和
２
年
度
か
ら
３
年
度
末
に
か
け
て
、
第

６
波
を
数
え
る
ま
で
に
拡
大
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
６
月
下
旬
に
な
り
、
第
６
波
の

波
が
落
ち
着
き
、
コ
ロ
ナ
収
束
を
期
待
し

始
め
た
の
も
つ
か
の
間
、
令
和
４
年
７
月

に
入
る
と
新
た
な
変
異
株
に
よ
る
感
染
が

始
ま
り
、
下
旬
に
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
感

染
者
を
記
録
す
る
第
７
波
の
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
日
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
先

の
見
通
し
が
全
く
立
た
な
い
混
沌
と
し
た

状
況
の
中
で
、
協
会
運
営
に
つ
い
て
あ
れ

こ
れ
思
案
を
重
ね
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
末
か
ら
令
和
４
年
８
月
ま

で
に
か
け
て
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
第
７
波
に
ま
で
及
ぶ
感
染
の
蔓
延

は
、
協
会
事
業
の
執
行
を
こ
と
ご
と
く
麻

痺
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
事
業
運
営
は
、
年
度
末

の
２
月
中
旬
ま
で
は
順
調
に
進
行
し
ま
し

た
が
、
２
月
下
旬
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
の
た
め
会
員
・
家
族

慰
安
会
、
支
部
長
会
等
は
中
止
に
追
い
込

ま
れ
、
唯
一
３
月
理
事
会
だ
け
は
実
施
、

予
算
編
成
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
２
～
４
年
度
の
コ
ロ
ナ
は
、
第
１

波
か
ら
第
７
波
に
ま
で
感
染
が
拡
大
し
た

た
め
に
、
理
事
会
・
評
議
員
会
（
一
部
書

面
開
催
）
を
除
き
ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
そ
の
中
で
毎

月
の
正
副
理
事
長
会
、
監
査
、
会
報
発
行
、

市
長
懇
談
会
等
は
何
と
か
実
施
で
き
ま

し
た
。

４
月
に
施
行
し
た
「
障
が
い
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
長
野
県
づ
く
り

条
例
」
で
、行
政
や
民
間
事
業
者
な
ど
は
、

事
務
や
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
障

害
の
あ
る
人
か
ら
現
に
社
会
的
障
壁
の
除

去
を
必
要
と
し
て
い
る
旨
の
意
思
の
表
明

が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
実
施
に

伴
う
負
担
が
過
重
で
な
い
と
き
は
、
当
該

障
害
の
あ
る
人
の
特
性
に
応
じ
た
、
社
会

的
障
壁
を
除
去
す
る
た
め
の
必
要
か
つ
合

理
的
な
配
慮
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
、
日
頃
使

用
し
て
い
る
生
活
道
路
で
危
険
に
感
じ
て

い
る
場
所
が
あ
れ
ば
、
情
報
を
寄
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
改
修
の
要
望

が
あ
る
方
は
、
協
会
事
務
局
ま
で
ご
一
報

く
だ
さ
い
。
協
会
か
ら
市
へ
改
修
の
要
望

を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
全
て
の
要
望
が

す
ぐ
に
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

を
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

　新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、事業計画で予
定していた次の行事は中止になりました。

11月
　・健康教室②（支部長会②は、書面開催いたします。）
12月
　・クリスマスの集い
1月
　・新春の集い
２月
　・ニュースポーツ競技会と歌声広場
３月
　・会員・家族合同慰安会

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

協
会
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

道
路
等
の
改
善
要
望
は

あ
り
ま
せ
ん
か

編
　
集
　
後
　
記

行
動
制
限
が
な
い
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の

時
代
に
移
行
し
て
い
ま
す
。必
需
品
に
な
っ

た
マ
ス
ク
の
白
い
余
白
に
絵
を
描
い
て
３

年
、
ア
マ
ビ
エ
に
始
ま
り
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
及
び
ま
す
。
着
用
し
て
い
る
と
お
店
の

方
や
医
療
機
関
の
窓
口
で
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
知
ら
な
い
人
と
話
す
こ
と
が
楽

し
く
て
、
マ
ス
ク
着
用
が
必
要
と
さ
れ
る

間
は
描
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
委
員
　
　
　
丸
山
　
　
顕　

工事期間中、障害者福祉センターへ来所する際は事前に事務局へ御一報ください。　TEL:228-3014
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